
富田電機支部 一律250,000円＋Ｎ×1.6ヶ月 589,988円
東京スチール
センター支部

2.0ヶ月

ＩＳＢ支部 2.6ヶ月
課長職以下正社員
平均772,317円（組合試算）

基準内賃金（221,513円）の6.0ヶ月
付帯要求
１）「暑さ手当」出勤一日に対して500円
　   （6/21～9/20）3ヶ月間
２）新規採用を継続すること

松永製作所支部
291,205円（基本給＋第一扶養の平均）
    　　　×3.0ヶ月

873,615円

神奈川地方本部　一時金要求状況　5月26日現在

三興製鋼支部

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2021年

5月26日

6711号

春闘での頑張りを夏季一時金闘争にも活かし
春闘でかちとれなかった生活改善を実現しよう！

120支部分会が要求提出（5月20日現在）

支部分会平均874,260円（3.27ヶ月） 組合員平均956,408円（3.41ヶ月）

JMITU21年夏一時金は、統一要求基準は3ヶ月以上、統一要求日5月19日（水）、

回答指定日6月2日（水）、支給日7月2日（金）で取組んでいます。

神
奈
川
地
方
本
部
の
各
支
部
分
会
の

要
求
は
ま
だ
出
そ
ろ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

５
月
２
６
日
現
在
下
記
表
の
よ
う
な
状

況
で
す
。

川
崎
支
部

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

５
月
１
０
日
（
月
）
に
年
間
６
．
０
ヶ

月
、
回
答
指
定
日
５
月
２
０
日
（
木
）

で
要
求
提
出
。

５
月
２
０
日
第
一
回
団
交
で

年
間
５
．
０
ヶ
月
（
平
均
１
，
４
４
７
，

２
７
０
円
）
の
有
額
回
答
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
要
求
６
．
０
ヶ
月
と
１
．
０
ヶ

月
の
開
き
が
あ
る
為
、
上
積
の
再
検
討

を
要
求
し
て
次
回
団
交
５
月
２
７
日

（
木
）
に
臨
み
ま
す
。

５
月
２
４
日
、
回
答
に
対
す
る
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
５
月
２
５
日
現

在
で
「
上
積
み
求
め
る
」
＝
１
４
名
、

「
５
．
０
ヶ
月
で
よ
い
」
＝
１
３
名
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

３
月
２
５
日
（
木
）
に
夏
期
一
時
金

１
．
８
ヶ
月
（
年
間
３
．
２
ヶ
月
）
を

要
求
し
、
現
在
未
回
答
で
す
。

【
長
谷
川
支
部
執
行
委
員
長
】



「社内相談窓口」のご案内 
「 社内相談窓口」は、当社で働く皆さんが、安心して相

談できる職場環境をつくっていくために設けたものです。
「職場でも悩み事、困り事などがありましたら、一人で考え
込まず、社内相談窓口を利用ください。相談した事により、
利益な取扱いを受けることはありません。相談内容の開示の
範囲については当日必ず確認し、プライバシーを厳守します
のでご安心ください。 
＊ご相談に対応する担当者は次の方々です。 

営業管理課 〇〇〇〇〇〇 
〇〇〇〇〇〇   

＊連絡先       〇〇〇〇〇〇 

５
月
１
７
日

８
時
か
ら
１
時

間
、
横
浜
駅
東
口
で
崎
陽
軒
向
け

（
パ
ー
ト
労
働
法
チ
ラ
シ
配
布
）

駅
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
強
風
で
し
た
が
、
浅
岡
支

部
書
記
長
が
マ
イ
ク
を
も
っ
て
孤

軍
奮
闘
す
る
中
、
他
の
メ
ン
バ
ー

も
風
に
も
負
け
ず
チ
ラ
シ
を
配
り

ま
し
た
。
約
４
０
部
配
布
。
支
部

か
ら
は
５
名
の
参
加
で
し
た
。
だ

れ
が
崎
陽
軒
の
従
業
員
な
の
か
わ

か
ら
な
い
中
、
チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ

て
も
ら
え
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
。

が
し
か
し
５
月
２
０
日
に
、
崎

陽
軒
内
で
次
の
よ
う
な
通
知
が
回

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
宣
伝
行
動
に
対
す
る
崎
陽
軒

の
機
敏
な
対
応
？
に
、
次
も
是
非

企
画
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
、
チ
ラ
シ
を
執
行
委
員
会

で
論
議
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
が
、

カ
ラ
ー
印
刷
を
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
事
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
で
印
刷

を
注
文
。
出
来
上
が
り
は
、
値
段

か
ら
す
れ
ば
見
た
目
な
か
な
か
良

い
。
が
し
か
し
風
に
あ
お
ら
れ
な

が
ら
配
っ
て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
み

す
ぼ
ら
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
て
さ
て
今
後
の
課
題
で
す
。

【
細
谷
静
雄

記
】

５
月
２
２
日
（
土
）
支
部
未
組

織
宣
伝
３
度
目
の
久
地
駅
宣
伝
で

す
。
１
１
時
３
０
分
か
ら
約
１
時

間
行
い
ま
し
た
。

横
断
幕
、
旗
、
支
部
パ
ン
フ
、

支
部
パ
ン
フ
用
看
板
、
消
毒
液
、

マ
イ
ク
、
椅
子
の
定
番
セ
ッ
ト
を

持
っ
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
崎
陽
軒
の
宣
伝
で
も

使
用
し
た
「
パ
ー
ト
労
働
法
」
チ

ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。
３
３
部
配

布
。久

地
駅
前
は
、
今
回
だ
い
ぶ
人

の
出
が
少
な
か
っ
た
感
じ
で
す
。

支
部
か
ら
４
名
の
参
加
で
し
た
。

地
本
書
記
長
も
応
援
に
来
て
く
れ

た
の
で
す
が
、
時
間
が
ず
れ
て
い

て
（
連
絡
不
備
？
）
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。【

細
谷
静
雄

記
】

6711号 （２）

機
敏
な
対
応
？

未
組
織
宣
伝

チラシ表チラシ裏

崎陽軒の社内通知



（３） 6711号

な
ん
ぶ
せ
ん

４
月
２
７
日
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
、
最
低
賃
金
１
５
ド

ル
（
約
１
６
０
０
円
）
を
保
障
す
る
大
統
領
令
に
署
名
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き

な
が
ら
貧
困
に
あ
え
ぐ
べ
き
で
は
な
い
。
・
・
・
最
低

賃
金
を
引
き
上
げ
る
」
と
。
州
単
位
で
は
す
で
に
８
の

州
が
１
５
ド
ル
を
き
め
て
い
る
。
（
実
施
時
期
は
相
違
）

５
月
２
０
日
に
２
０
２
５
年
ま
で
に
１
５
ド
ル
に
す
る

法
案
に
署
名
し
た
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
知
事
は

「
（
最
賃
の
引
き
上
げ
は
）
多
く
の
労
働
者
と
そ
の
家

族
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
。
地
域
経
済
に
還
元
さ
れ
、

中
小
業
者
や
地
域
社
会
を
支
え
る
も
の
と
な
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
全
く
そ
の
通
り
で
す
。
昨
年
１
０
月
に
発

効
し
た
神
奈
川
の
最
低
賃
金
は
、
１
０
１
２
円
。
１
円

し
か
上
が
ら
な
か
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
２
０

２
０
年
か
ら
１
５
ド
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
▼
危
険

な
デ
ジ
タ
ル
改
革
。
政
府
が
進
め
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
改

革
で
は
、
情
報
管
理
体
制
が
政
府
自
前
で
管
理
す
る
方

法
か
ら
、
民
間
企
業
の
ク
ラ
ウ
ド
を
使
用
す
る
方
向
に

変
わ
る
。
民
間
企
業
と
は
あ
の
ア
マ
ゾ
ン
で
す
。
日
本

国
民
の
情
報
を
ア
マ
ゾ
ン
の
サ
ー
バ
ー
に
保
存
す
る
と

の
こ
と
。
米
国
で
は
、
米
国
企
業
が
所
有
・
管
理
す
る

デ
ー
タ
に
つ
い
て
米
国
政
府
か
ら
提
供
を
求
め
ら
れ
た

場
合
、
企
業
は
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
な
ん
と
も
恐
ろ
し
い
。

【
平
和
で
な
く
っ
ち
ゃ
】

今
年
の
川
崎
メ
ー
デ
ー
は
、
川
崎
駅

で
の
宣
伝
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
と
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
集
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
集
会
内
容
の
式
次
第
を

作
成
し
て
約
１
時
間
の
行
動
と
な
り

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
実
行
委
員
長
の
菅
野

さ
ん
の
挨
拶
、
県
実
行
委
員
会
か
ら

住
谷
実
行
委
員
長
の
連
帯
挨
拶
の
後
、

各
労
組
事
務
所
か
ら
の
「
メ
ー
デ
ー

を
祝
う
言
葉
や
要
求
、
職
場
に
関
す

る
一
言
」
と
事
前
に
録
画
で
送
ら
れ

て
き
た
団
体
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
、
そ

し
て
川
崎
駅
で
の
宣
伝
ス
タ
ン
デ
イ

ン
グ
の
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ
風
景
が

生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
川
崎
駅
で
の
宣
伝
ス
タ
ン

デ
イ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
参

加
者
は
約
５
０
名
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
と
は
言
え
川
崎
駅
で
は
人
出
も
多

く
、
通
行
人
が
「
写
真
を
撮
っ
て
も

い
い
で
す
か
」
と
断
り
、
写
真
を
撮

る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
ー
デ
ー
参
加
団
体
・
個

人
は
１
０
０
名
と
の
報
告
で
し
た
。

《
矢
部
》

第
９
２
回
川
崎
メ
ー
デ
ー

川
崎
駅
で
の
宣
伝
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
集
会



コ
ロ
ナ
の
解
雇
事
例

派
遣
会
社
を
通
じ
て
、
宿
河

原
の
保
育
園
に
今
年
１
月
か
ら

６
ヵ
月
の
契
約
で
働
き
始
め
て

い
た
Ｈ
さ
ん
（
２
８
才
）
。

４
月
２
２
日
に
保
育
園
の
代

表
取
締
役
か
ら
突
然
、
『
５
月

２
０
日
を
も
っ
て
解
雇
』
と
口

頭
で
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
解
雇

理
由
は
「
予
定
し
て
い
た
乳
児

の
入
園
が
な
く
な
り
、
収
入
が

減
り
人
手
が
余
っ
た
か
ら
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
他
に
も
２

名
の
派
遣
社
員
が
い
ま
す
が
、

解
雇
者
は
Ｈ
さ
ん
だ
け
で
し
た
。

派
遣
元
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

３
０
日
前
の
予
告
の
た
め
解
雇

予
告
手
当
の
支
払
い
義
務
は
な

い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
に
駆
け
込
む

Ｈ
さ
ん
は
、
昨
年
ま
で
海
外

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
今
年
の

７
月
に
ま
た
海
外
へ
行
く
予
定

が
あ
り
、
そ
の
半
年
間
だ
け
派

遣
会
社
に
仕
事
の
斡
旋
を
依
頼

し
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
Ｈ
さ
ん
は
、
毎
日
組

合
事
務
所
の
前
が
通
勤
経
路
だ
っ

た
の
で
、
相
談
し
て
み
よ
う
と
、

支
部
に
電
話
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
登
戸
駅
で
未
組
織

宣
伝
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

支
部
の
ケ
イ
タ
イ
に
Ｈ
さ
ん
か

ら
電
話
が
入
り
慌
て
て
事
務
所

ま
で
戻
り
相
談
の
対
応
を
行
い

ま
し
た
。

元
々
、
派
遣
先
（
保
育
園
）

で
解
雇
に
な
っ
て
も
派
遣
元
の

派
遣
会
社
は
雇
用
義
務
が
あ
る

の
で
、
他
の
職
場
を
斡
旋
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

Ｈ
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
安
易

に
解
雇
を
し
た
派
遣
先
の
保
育

園
の
対
応
に
疑
問
を
も
ち
、

「
休
業
支
援
給
付
金
」
な
ど
の

コ
ロ
ナ
対
応
は
で
き
な
い
の
か

と
考
え
ま
し
た
。

本
人
努
力
で
無
収
入
を
改
善

支
部
で
は
、
組
合
に
加
盟
し

て
派
遣
先
・
派
遣
元
と
団
体
交

渉
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
前
に

県
労
働
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
か

け
る
事
と
し
ま
し
た
。

ま
た
本
人
か
ら
、
派
遣
会
社

の
担
当
者
に
、
労
働
組
合
と
県

労
働
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
し
て

い
る
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
す

ぐ
に
『
別
の
保
育
園
を
２
ヵ
月

紹
介
し
ま
す
』
と
返
答
が
あ
り
、

本
人
も
『
相
談
し
た
甲
斐
が
有

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
』
と
明
る

い
顔
で
帰
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
組
合
に
加
入
す
る

と
こ
ろ
ま
で
は
行
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
と

し
た
解
雇
・
雇
止
め
・
労
働
条

件
引
き
下
げ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ

ク
ハ
ラ
な
ど

様
々
な
事
例
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
月
１
回
行
っ

て
い
る
登
戸
駅
や
久
地
駅
の
未

組
織
宣
伝
や
毎
週
土
曜
日
の

『
労
働
相
談
』
を
継
続
す
る
必

要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
浅
岡
）

こ
の
一
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
未
曾
有
の
危
機
に
よ
り
、

労
働
組
合
活
動
も
大
き
く
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
組
合
主
催
の

各
種
行
事
は
、
中
央
・
県
・
支

部
の
各
段
階
で
開
催
中
止
が
続

き
ま
し
た
。

分
会
活
動
で
は
、
フ
ジ
コ
ン

分
会
と
東
芝
照
明
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
分
会
の
２
つ
の
分
会
が
活
動

を
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三

和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
と

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
も
組
織

的
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
組
合
活
動
全
体
を

総
括
し
、
次
年
度
に
向
け
た
方

針
確
立
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
次
の
内
容
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
参
加
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

記

日
時

６
月
２
０
日
（
日
）

１
３
時
よ
り

場
所

支
部
事
務
所
に
て

6711号 （４）

宿河原の保母さんコロナ解雇で相談！

支
部
年
間
総
括
会
議

の
お
知
ら
せ



（５） 6711号

『核兵器禁止条約の発効を力に』神奈川県内１３日間、５７自治体・行政区、６４か所で

２０２１年 神奈川県平和行進

今
年
の
平
和
行
進
は
、
核
兵
器
禁
止
条

約
（
以
下
禁
止
条
約
）
が
１
月
２
２
日
に

発
効
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
核
兵
器
は
違

法
で
あ
る
こ
と
が
国
際
的
ル
ー
ル
に
な
り

ま
し
た
、
こ
れ
は
、
歴
史
上
初
め
て
の
こ

と
で
、
世
界
の
多
く
の
国
や
人
々
が
願
っ

て
き
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
向
か
っ

て
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
政
府
は
、
禁
止
条
約
に

反
対
し
「
署
名
も
批
准
も
し
な
い
」
と
表

明
し
て
い
ま
す
。
７
割
の
国
民
が
禁
止
条

約
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。
平
和
行
進
は
、

被
爆
国
日
本
政
府
に
「
禁
止
条
約
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
」
の
声
と
運
動
を
広
げ
る

行
動
で
す
。

神
奈
川
県
内
で
は
「
あ
な
た
の
町
の
平

和
行
進
に
参
加
し
て
」
と
呼
び
か
け
、
川

崎
市
内
７
行
政
区
で
工
夫
し
て
行
動
が
計

画
さ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
市
内
の
平
和
行
進
は
５
月
７
日

（
金
）
、
中
原
区
（
支
部
か
ら
３
名
）
・

高
津
区
（
支
部
か
ら
２
名
）
、
他
の
行
政

区
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
川
崎
区
（
支
部
か

ら
２
名
と
通
信
産
業
本
部
か
ら
３
名
）
の

平
和
行
進
は
、
午
後
か
ら
稲
毛
公
園
で
集

会
が
行
わ
れ
川
崎
駅
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
１
２
日
（
水
）
神
奈
川
県

庁
前
で
の
集
会
に
は
、
長
谷
川
支
部
委
員

長
は
じ
め
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
神
奈
川
地
本
３
役

が
参
加
し
ま
し
た
。

《
矢
部
》

１
０
時
に
中
原
平
和
館
前
で
集
会
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
中
原
区
長
さ
ん
と
平
和

館
館
長
さ
ん
の
激
励
と
賛
同
の
言
葉
の
後
、

被
爆
者
の
方
の
被
爆
者
体
験
の
話
を
聞
き
、

参
加
者
み
ん
な
で
「
原
爆
許
す
ま
じ
」
の

歌
を
歌
い
、
武
蔵
小
杉
駅
ま
で
参
加
者
５

２
名
で
平
和
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
行
進

後
３
０
名
が
残
り
、
武
蔵
小
杉
駅
前
で
宣

伝
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
と
署
名
活
動
を
行
い
、

署
名
は
３
２
筆
で
し
た
。

《
小
林
》

９
時
３
０
分
か
ら
高
津
区
役
所
駐
車
場

で
、
高
津
区
長
挨
拶
や
日
本
キ
リ
ス
ト
教

団
溝
ノ
口
教
会
の
牧
師
さ
ん
（
女
性
）
な

ど
の
挨
拶
の
後
、
１
０
時
平
和
行
進
を
ス

タ
ー
ト
。
約
４
０
分
間
溝
の
口
の
町
中
を

行
進
し
、
そ
の
後
溝
の
口
デ
ッ
キ
で
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
高

津
区
長
が
挨
拶
だ
け
で
な
く
区
役
所
出
口

ま
で
の
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、
行
進
に
参

加
（
本
人
希
望
）
し
ま
し
た
。
今
ま
で
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
支
部
か
ら
は
２
名
参

加
。

《
細
谷
静
雄
》

平
和
行
進
・
高
津
区

平
和
行
進
・
中
原
区



ユ キ セ ナ エ ゴ

メ ダ カ カ ナ リ ア

ゴ テ イ シ ユ ア イ

コ モ ン イ キ キ

チ エ ノ ワ タ イ ヨ

ン ガ ン キ ヨ ウ

ト ピ ツ ク ツ カ

シ ツ ケ オ ネ ン ガ

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

クロスワードパズル（6710号 ）の回答と当選者

今後の日程

５月29日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

６月02日（水）第10回書記局会議（支部事務所）19:00～

05日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

08日（火）川崎労連第8回幹事会（産業振興会館）18:30～

09日（水）支部報編集委員会（支部事務所）18:00～19:00

第17回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

12日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

17日（木）ワーカーズネット運営委員会（ ）18:30～

18日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（川崎駅）19:00～

19日（土）労働相談（支部事務所）13:00～／

憲法改悪阻止・核兵器廃絶 宣伝行動（国会正門前）17:30～

20日（日）年間総括会議（支部事務所）13:00～

23日（水）第18回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

26日（土）労働相談（支部事務所）19:00～

最低賃金闘争（赤レンガ前集合）11:00～

クロスの回答は「セイカツシエン」生活支援。

応募は４名で全員正解でした。支部報をお読みの

方、次回もどしどし応募して下さい。

下記の方が当選されました。

おめでとうございます。

石田洋司さん 合同分会（図書カード）

尾崎康尚さん 日本シャッター分会（図書カード）

菅原祐三さん 支部報読者（図書カード）

長谷川綾子さん 三和家族（図書カード）


